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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月25日(2010.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の電線端子挿入口を有する外部ホルダと、該外部ホルダ内で使用し、前記電線端子
挿入口と連通する電線端子保持孔を有すると共に、これらの電線端子保持孔と内部で交叉
する複数個のピン端子挿入孔を有する内部ホルダと、該内部ホルダのピン端子挿入孔に挿
入することにより前記内部ホルダ内の前記電線端子の接続部の複数個の接点にそれぞれ接
触し前記電線端子同士を電気接続する複数本のピン端子とから成ることを特徴とする接続
部材。
【請求項２】
　前記内部ホルダを前記外部ホルダ内に固定し、前記外部ホルダを封止する固定ホルダを
備えたことを特徴とする請求項１に記載の接続部材。
【請求項３】
　前記ピン端子は前記固定ホルダに一体に取り付けたことを特徴とする請求項１又は２に
記載の接続部材。
【請求項４】
　前記接続部の接点は前記ピン端子を挿通する筒形としたことを特徴とする請求項１～３
の何れか１つの請求項に記載の接続部材。
【請求項５】
　前記ピン端子の横断面を略四角形としたことを特徴とする請求項１～４の何れか１つの
請求項に記載の接続部材。
【請求項６】
　前記ピン端子の先端は錐状又は錐状台形としたことを特徴とする請求項１～５の何れか
１つの請求項に記載の接続部材。
【請求項７】
　複数の電線端子挿入口を有する外部ホルダと、該外部ホルダ内で使用し、前記電線端子
挿入口と連通する電線端子保持孔を有すると共に、これらの電線端子保持孔と内部で交叉
する複数個のピン端子挿入孔を有する内部ホルダと、一端に複数個の接点を有する接続部
を有し他端に電線を接続し前記接続部を前記電線端子挿入口を経て前記内部ホルダの電線
端子保持孔に挿入する電線端子と、前記内部ホルダのピン端子挿入孔に挿入することによ
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り前記内部ホルダ内の前記電線端子の前記接続部の複数の接点に接触し前記電線端子同士
を電気接続する複数本のピン端子とから成ることを特徴とする接続部材を用いたハーネス
接続体。
【請求項８】
　前記電線端子の電線接続部にシール部材を装着し、前記外部ホルダの電線端子挿入口と
の間を防水構造とすると共に前記内部ホルダを挿入する前記外部ホルダの開口部を封止す
るための固定ホルダの周囲にシール部材を装着し、前記外部ホルダとの間を防水構造とし
たことを特徴とする請求項７に記載の接続部材を用いたハーネス接続体。
【請求項９】
　請求項７又は８に記載の接続部材を用いたハーネス接続体を使用した自動車のハーネス
回路。


	header
	written-amendment

